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２．海藻類の増殖状況の調査

方 法

①アワビ漁場の海藻類の種組成と被度

平成16年２月19日に浜島町地先のサガラメ（アラメ）

が優占する水深３ｍ，およびカジメが優占する水深６ｍ

の地点において，４ｍ四方の枠内に見られた海藻類の海

底面に対する被度を目視によって調査した。

②サガラメ・カジメの成熟状況に関する調査

平成15年８月から１ヶ月に１～２回，発芽から２年

以上が経過していると考えられるサガラメとカジメの胞

子体各10個体を採取した。採取したサガラメでは左右

いずれかの枝の側葉総数，単枝のカジメでは左右いずれ

かの側の側葉総数と，それらのうち子嚢斑を有する側葉

数を記録した。

③サガラメ・カジメの側葉生産に関する調査

水深３ｍと６ｍの海底に，それぞれ４ｍ四方の固定コ

ドラートを設定し，コドラート内のすべてのサガラメと

カジメの茎径を計測するとともに，それぞれ15～25個

体に個体識別するための標識を装着し，個体毎に側葉の

生産数と脱落数を調査した。生産数の調査は，側葉の基

部に３㎜径の小孔をあけ，その小孔の位置を1.5～３ヶ月

毎に確認することで行なった。脱落数は，調査期間にお

ける側葉総数の変化と生産された側葉数から算定した。

また，浜島町地先でのサガラメの側葉生産状況を評価

するために，鳥羽市地先（菅島沿岸）と南勢町地先（葛

島沿岸）においても，浜島町での方法と同様の方法でサ

ガラメの側葉生産状況に関する調査を行なった。

結果と考察

①アワビ漁場の海藻類の種組成と被度

両水深とも，サガラメ，カジメ，ワカメ，アカモクや

ノコギリモクなどのホンダワラ類，ウミウチワなどの褐

藻類によって出現海藻類の大半を占め（表２），水深３

ｍではサガラメが優占し（被度38.8％），水深６ｍでは

カジメが優占した（同39.4％）。

②サガラメ・カジメの成熟状況に関する調査

サガラメでは，８月の調査時に子嚢斑を持つ側葉の割

合（子嚢斑率）は４％と小さかったが，その後急激に大

きくなり，11月に70％前後になった。12月以降は次第

に小さくなり，３月の調査では子嚢斑は見られなくなっ

た。カジメでは，８月の子嚢斑率は49.1％と約半数の個

体に子嚢斑が見られサガラメと比較して高かった。９～

10月には子嚢斑率は80％前後と高い値を示したが，そ

の後は次第に小さくなり，１月に子嚢斑は全く見られな

くなった。しかし，２月以降は若干の子嚢斑が再び見ら

れるようになった。以上のことから，サガラメの成熟盛

期は10～11月，カジメの成熟盛期はそれより早く９～

10月であるが，両種とも子嚢斑を持つ側葉が見られる

期間はかなりの長期間に及ぶことが明らかになった。

③サガラメ・カジメの側葉生産に関する調査

調査を開始した６月の固定コドラート内におけるサガ

ラメの個体数は，浜島町地先で73，鳥羽市地先で95，

南勢町地先で45であり，平均茎径は，それぞれ24.0，

18.1，14.7㎜であった。また，浜島町地先のカジメの個

体数は58，平均茎径は12.1㎜であった。

表１ 浜島地先のアワビ類漁場における１㎡当たりの底生動物相

表２ 浜島地先の水深３および６ｍの海底における海草類の被度






